












































































































































「要介護」とADL（Activities of Daily Living：日常生活動作）
　ADLのAはアクティビティー（ac-
tivity）で動作、DLはデイリーリビン
グ（daily living）で日常生活の意味。
直訳すれば、「日常生活のいろいろな
動作」です。例えば、寝起きや移動、
トイレや入浴、食事、着替えなど、日
常生活を送るのに「最低限必要な、日
常的な動作」のことです。高齢者や障
害者の身体能力、障害の程度をはかる
重要な指標となっています。介護保険
制度では、これらの動作一つ一つを、
「できる、できない」で調査し、その
結果をみて、その人に必要な介護レベ
ルを決めています。「できない」こと
が多いと要介護状態が高いと判定され
ます。「できない」が少なければ、日
常生活動作が自立していて「通常の日
常生活が送れる」と誤解される場合が
ありますが、この場合の「できる」は
あくまで「日常生活を送るための最低
限の動作」を指しています。
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